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1 はじめに
居眠り運転は交通事故の重大な要因の一つであり，これまで
に居眠り運転防止に向けた研究が様々行われている．また，近
年交通事故防止対策としてドライブレコーダが注目を集めてい
る．ドライブレコーダは走行映像のみでなく，自車速度や区画
線からの距離などの記録が可能であり，交通事故防止に向けた
ドライバ支援に活用され始めている．これまでに，車両走行ロ
グからドライバの眠気を検知する手法が提案されているが，眠
気レベル推定までは行っていない．そこで，本研究は，ドライブ
レコーダから取得可能な車両情報と前方映像からドライバの眠
気レベルを推定することを目的とする．
2 ドライバの眠気レベル推定手法
推定に用いる特徴量を表 1に示す．車両情報だけでなく，図 1
に示すように前方映像を利用して白線までの距離 (3種類) を用
いる．なお，自車位置は式 (1)を用いて算出する．
Wc =
 bWa + aWb
a  b (1)
それらのデータから過去 10 秒間の統計値 (標準偏差，最大値，
最小値，平均値，中央値，最頻値，範囲 (最大値-最小値))を計算
したものを特徴量群 Aとする．特徴量群 Aの iおよび j 番目の
要素を Ai，Aj とし，式 (2)に示すように 2次の線形カーネルを
用いて特徴量を増加した結果を特徴量群 B とする．
Bi = jAi Aj j (2)
これら特徴量群 A と特徴量群 B を合わせたものを特徴量群
C とし，主成分分析により次元の圧縮をする．目的変数となる
眠気レベルの正解値は北島ら [1]が定義した顔表情眠気レベル推
定とする．これらの変数を用いてランダムフォレスト回帰によ
る非線形回帰を行う．また，本研究では s 秒前の眠気レベル推
定値 Es を説明変数に追加するフィードバックを提案する．ただ
し，フィードバックすることで眠気レベル推定に生じるノイズ
が次の推定に影響するので，フィードバック値には s 秒間の中
央値 fEs を用いる．
表 1: 推定に用いる特徴量
変数 特徴量 単位
車両情報
V 自車速度 km/h
x 進行方向加速度 G
y 左右方向加速度 G
 エンジン回転数 RPM
前方映像
Wa a [m]先の左白線までの距離 pixel
Wb b [m]先の左白線までの距離 pixel
Wc 自車位置の左白線までの距離 pixel
フィードバック fEs s秒間の眠気レベル推定値 Es の中央値 -
図 1: 白線からの距離
3 居眠り模擬実験
被験者 7名の計 10回分の居眠り走行データを取得した．夜間
の高速道路を模擬した周回コースを走行速度 70 [km/h] 以上で
最大 2時間走行した．
計測したデータにおいて各眠気レベルの個数は異なるので，学
習データでは目的変数の個数を統一した．また，推定値フィー
ドバックを用いる時間 sを 30秒ごとに 30秒から 180秒での 6
種類に変えてフィードバックの効果を比較した．
眠気レベルの正解値と推定値との変動の追従性の評価を行う
ために式 (3) のように正解値と量子化された推定値の眠気レベ
ルが上昇した時刻の差 k;k+1 を用いる．
k;k+1 = jtk;k+1   t0k;k+1j (3)
ただし，tは眠気レベルの正解値がレベル kから k + 1に上昇
した時刻，t0 は同様に量子化された推定値が上昇した時刻， は
1;2 と 2;3 の平均を表す．推定結果を図 2 に示す．図中の (a)
から (c)は被験者 Dについての結果を示し，(d)は全被験者の 
の平均値を示す．(a)はフィードバックを用いない場合，(b)は
フィードバックを用いた場合，(c)は中央値フィードバックを用
いた場合を示す．図中の青色は眠気レベルの正解値，赤色は推
定値を表す．s＝ 180秒が最も推定精度が良く，フィードバック
を用いることにより  は 362.70秒から 107.00秒へと減少した．
また，(c)に示すように，中央値をフィードバックすることによ
り眠気レベル推定値に生じるノイズを低減できた．
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(a) フィードバックを用いない方法
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(b) フィードバックを用いる方法
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(c) 中央値を用いる方法
方法  [s]
(a) 362.70
(b) 107.00
(c) 232.30
(d) 全被験者の結果
図 2: 提案手法による眠気レベル推定結果 (s = 180)
4 まとめ
本研究では，ドライブレコーダから取得可能な情報からドライ
バの眠気レベルを推定する手法を提案した．提案手法では眠気
レベル推定の中央値をフィードバックした．実験により，フィー
ドバックしない場合よりも提案手法の方が推定精度が向上し，
推定値フィードバックを用いることの有効性が確認された．今
後の課題は，眠気レベルの上昇時刻を更に正確に捉えることで
ある．
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